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当
誌
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｍ
Ｘ
「
ニ
ュ
ー
ス
女
子
」

を
始
め
と
す
る
沖
縄
基
地
問
題
に
関
す
る
本
土
の
偏

見
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
そ
の
偏
見
の
根
底
に
は
、

本
土
の
沖
縄
へ
の
差
別
意
識
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

沖
縄
戦
で
沖
縄
守
備
を
任
務
と
し
た
日
本
軍
第
三

二
軍
に
お
い
て
も
、
沖
縄
へ
の
差
別
意
識
が
充
ち
て

い
た
。
例
え
ば
、
あ
る
日
本
兵
の
発
言
と
し
て
「
沖

縄
で
は
ゴ
キ
ブ
リ
を
食
べ
て
い
る
」、「
沖
縄
人
は
日

本
の
た
め
に
人
柱
に
な
れ
」
な
ど
の
発
言
が
残
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
差
別
意
識
が
、
沖
縄
戦
と
い
う
極

限
状
態
に
お
い
て
、
軍
に
よ
る
住
民
虐
殺
や
ス
パ
イ

容
疑
で
の
処
刑
、
強
制
集
団
死
（
い
わ
ゆ
る
集
団
自

決
）
な
ど
を
招
い
た
一
因
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。 

                 

本
土
に
よ
る
沖
縄
へ
の
差
別
意
識
は
、
い
ま
も
な

お
残
る
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
高
江
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
の
警
備
に
当
た
っ
て
い
た
大
阪
府
警
機

動
隊
員
に
よ
る
反
対
運
動
参
加
者
へ
の
「
土
人
」
や

「
シ
ナ
人
」
と
い
っ
た
発
言
は
、
ま
さ
し
く
差
別
意

識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

現
在
で
す
ら
こ
う
な
の
だ
か
ら
、
戦
前
に
お
け
る

本
土
に
よ
る
沖
縄
へ
の
差
別
意
識
は
大
変
な
も
の
で

あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。 

 
 

折
口
信
夫
と
琉
球
・
沖
縄 

 

そ
う
し
た
中
で
、
戦
前
の
芸
術
家
や
言
語
学
者
・ 

                

民
俗
学
者
な
ど
一
部
の
人
た
ち
は
沖
縄
を
た
び
た
び

訪
れ
、
熱
心
に
そ
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、
沖
縄
の

人
々
と
交
流
を
続
け
た
。
そ
の
代
表
者
と
し
て
民
俗

学
者
・
折
口
信
夫
を
取
り
上
げ
た
い
。 

 

折
口
は
大
正
一
〇
年
、
同
一
二
年
、
昭
和
一
〇
～

一
一
年
と
生
涯
三
度
沖
縄
を
訪
れ
、「
琉
球
の
宗
教
」、

「
琉
球
国
王
の
出
自
」、「
同
胞
沖
縄
の
芸
能
の
為
に
」

な
ど
琉
球
・
沖
縄
を
扱
っ
た
多
数
の
論
文
を
執
筆
し

た
。
特
に
組
踊
な
ど
沖
縄
の
芸
能
の
保
存
に
力
を
入

れ
た
。
さ
ら
に
折
口
の
沖
縄
へ
の
関
心
は
並
々
な
ら

ぬ
も
の
が
あ
り
、
「
琉
球
新
報
」（
旧
紙
）
や
「
沖
縄

日
報
」
と
い
っ
た
沖
縄
の
地
方
紙
を
郵
送
で
講
読
し

て
い
た
。
歌
人
・
釈
迢
空
と
し
て
も
数
多
の
沖
縄
の 

 
折
口
信
夫
と
琉
球
・
沖
縄
―
沖
縄
へ
の
「
視
線
」
を
考
え
る
―  

「
神
苑
の
決
意
」 

主
筆 

木
川 

智 

 

頒価:1部 1000円 

（別途送料 160円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
折
口
信
夫
と
琉
球
・
沖
縄
―
沖
縄
へ
の
「
視
線
」
を
考

え
る
―
（
木
川
智
）
…
１
／
【
解
説
】
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
問
題
点
と
「
共

謀
罪
」
（
西
山
徹
）
…
３
／
【
連
載
】
ア
ジ
ア
放
浪
記
―
歴
史
を
掘
り
起
こ
し

日
本
を
見
る
①
（
仲
村
之
菊
）
…
６
／
【
連
載
】
『
倭
姫
命
世
記
』
を
読
み
解

く
⑥
―
中
世
の
皇
位
継
承
論
―
（
柳
凛
）
…
８
／
活
動
報
告
…
１
０
／
花
瑛
塾

日
誌
…
１
６
／
編
集
後
記
…
１
６ 

 


